
フ

ェ

ノ

ー

ル
着
色

Jヾ大
審
の
品
種
鑑
識

訟

韓

博

士

近

藤

苗

太

郎

笠

原

安

夫

ー
､
緒

育

r.=u〕I-1-り

小

券

に
放
て
は
､
フ
ヱ
ノ
ー
ル
苅
巴
と
そ
の

=

炭

だ
識
と
の
関
係
は
機

め
て
明
瞭
に
し
て
･
従
埜

J
豊

欄
す
る
研
究
多
し
｡
拝
者
-1
仔

i.5
も
亦
小
容
に
耽
て
多
敬

の
試
験
を
行
ひ
た
-
O
さ

れ
ど
+/

番

に
放
て
は
比
加
の
如
-
小
雀
秤
､
=州
郡
上
フ

ェ
ノ
ー
ル
新
色
と
の
剛
係
が
明

確
な
ら
す
｡

lヽノ

･北
進
ぺ
賓
に
つ
き
て
､
フ
ェ
ノ
ー
ル
新
色
の
it
:駿
あ
-
｡
井
部

等
仕
班
に
前
雅
に
於
で
､
小
番
の
文
献

C

に
併
せ
て
梢
淋
し
:,j
き
た
る
が

.ヽ.ノ

如
-
､
リ
ス
ト
ウ
ス
キ
I

(
L
l-

W
-
･
A
)C3

(
壷
宍
)･
高
杉
氏
0

(

壷
宍
)
簿
の
i<
雀
に
㈱
す
る
研
究
あ
り
0
而
し
て
･
it
歩
の
新
色
状

態
は
､
小
孝
の
場
4
日
よ
-
も
娘
-
て
､
柿
の
作
脱
硝
の
部
分
に
よ
り
て
'
そ
の
新
色
は
興
る
故
に
'
そ
の
折
色
を
的
牌
に

完
州
に
て
衣
現
し

甘
n一

得
ざ
る
こ
と
･
枕
に
知
ら
る
1
仰
な
り
Q
井
部

TP

も

盛
に
報
告
し
た
る
如
く

i<
券
に
つ
き
て
そ
の
却
性
を
認
め
た
-
｡

大
湊
の
n仰
柾
経
油
と
フ
ヱ
ノ
ー
ル
祈
色
と
の
捌
係
に
就
き
て
は
､
碓

氷
小

番
の
如
-
そ
の
研
究
報
骨
多
か
ら
す
.
殊
に
本
邦
に
於
て
然

EiiZ

り
と
す
｡
J･{り
て
佃
研
究
を
姿
す
る
な
-
｡
さ
れ
ば
井
部
隻
肌
回
り

報

肯
せ
し
も
の
に
柄
き
て
'
硬
に
多
-
の
試
料
に
つ
き
惟
験
し
た
る
故

フ

ェ
ノ
ー
ル
荷
色
と
大
盤
の
品
輔
綴
藤

人

丸



フ

ェ
ノ

ー
ル
宥
色
と
大
葬
の

品

稀

鑑

識

に
､
故
に
そ
の
結
果
を
報
償
せ
ん
と
す
｡

二
､
大
挙
の
フ
ェ
ノ
ー
ル
着
色
の
匡
別

小
穿
粒
娃
フ
ヱ
ノ
ー
ル
に
よ
っ
て
粗
金
慨
に

1
蟻
の
藍
色
を
な
せ
ど
も
､
火
葬
殊
に
裸
答
に
於
て
は
前
述
の
か
-
'
部
分
的
に
新
色
に
漆

淡
を
生
す
｡
而
し
て
小
歩
の
如
-
苗
巴
を
仙
粗
に
未
は
す
こ
と
能
は
ず
し

て､
荊
色
の
火
規
が
松
難
と
な
-
､
且
つ
多
少
明
瞭
を
秋
ぐ
場
合

を
生
す
る
な
-
Q
従
来
の
新
色
分
新
例
を
容
ぐ
れ
は
､
次
の
如
し
｡

∩
.

リ

ス
ト
ウ

ス
キ

ー
.

J

に

よ
る
分
剤

腹
面
､
背
面
及
び
粒
の
閑
職
の
諮
也
に
よ
-
て
判
断
し
､
次
の
六
位
に
院
別
せ
り
0

チ
‥
虫
部
不
労
色

b
･･殆
ん
ど
不
労
色
'
粒
の
先
端
部
及
び
腹
軸
の
油
の
み
柏
茄
色

-

(b

a

腹
面
極
め
て
淡
-
清
色
し
､
粒
の
両
端
の
外
不
鎚
色

腹
融
勉
め
て
淡
-
着
色
し
'
粒
の
所
端
和
郎
-
､
脊
所
殆
ん
ど
不
変
色

五
････-
腹
lE

l
樵
に
中
位
に
着
色
､
粒
の
両
端
暗
色
､
背
面
は
弱

-
中
-
不
奨
色
な
る
も
の

皿
‥
････腹
面

1
様
に
暗
色
､
脊
面
相
軌
は
中

-
暗
色
'
他
は
中
-
顔

F
】

高
杉
氏
S
は
大
葬
の
フ
ヱ
ノ
ー
ル
着
色
牢

次
の
四
校
に
院
別
せ
-
O

川
触…如
化

仰淡
禍
色

刷

枇

色

砂
沸
柚
色



前
妃
四
位
の
蔚
色
が
秘
の
背
面
及
び
臥
伽
に
別
々
に
現
は
る
1
枚
に
､
之
を
組
み
合
せ
て
着
色
を
記
す
こ
と
1
な
せ
-
か

著
者
等
蛭
昭
和
十
二
年
に
大
葬
の
茄
色
に
つ
き
て
試
験
し
た
る
に
'
::==
咋
十
分
碓
然
た
る
茄
色
的
斯
別
を
な
し
待
ざ
-
し
故
に
'
椴
-
に

川
艶
色
'
伽
純
色
'
印
淡
色
'
瑚
無
飴
色
に
隈
別
し
て
俳
就
t
三

品
柾
を
類
別
し
た
-
C

前
述
の
如
-
､
新
色
は
粒

の
旺
位
に
よ
-1
て
興
る
が
､
大

冊
に川
甘
而
(肱
の
あ
る
軸
)､
伶
腹
軸
(溝
の
あ
る
耐
)
､

刷頂
部
及
び
仰
膝
部

の
四
柾
に
着
色
部
位
を
区
別
す
ソa
こ
と
を
柑
べ
L
o
小
変
に
於
て
は
､
肱
も
他
と
同
様
に
清
色
し
た
る
が
'
大
葬
に
於
て
は
肢
は
不
埠
色
な

る
か
'
或
は
比
較
的
に
淡
-
着
色
す
る
な
-
0

茄
色
の
洗
淡
を
如
何
に
定
む
べ
き
か
女
帝
寮
せ
ん
に
'
小
磐
の
L
=
色
と
裸
賓
の
蔚
色
と
を
比
較
す
れ
ば
'
両
者
の
附
に
色
に
就
き
て
大
蒜

た
き
が
枚
に
､
小

を
山
域
合

と
JE
l
に
'
珊
背
に
就
き
て
は
'
攻
の

如

-
f
i

別

す

る
を
可
な
=
･と

す
｡

-
紫純
色

≠
机
紫
的
也

甘
胡
茶
純
色

湘茶
組
巴

Ⅴ淡
茶
杓
色

¶
不

出
色

Jrm
し
て
腹
'
升
及
び
榊
狐
に
よ
-
て
茄
色
を
炎
に
す
る
が
故
に
､
部
分
的
に
着
色
を
検
べ
て
､
粒
の
全
冊
の
街
色
を
規
は
す
を
通
常
な
-

と
す
｡

皮
券
の
新
色
は
狩

の新
色
と
T<;
邦
よ
-
透
親
せ
ら
る
1
粒

山前
色
と
の
合
し
た
る
も
の
な
hI
Q
而
し
て
滋
潤
粒
に
於
て
は
'
内
部
の
粒
の

着
色
が
よ
-
外
面
に
透
る
が
故
に
'

そ
の
形
慧

め
て
大
な
れ
ど
も
､
乾
牡
粒
に
て
は
内
部
の
柿
色
が
外
耐
に
比
ゆ
る
こ
と
少
L
o
よ
-
て

皮
歩
に
於
て
は
'
そ
の
乾
根
粒
と

混
潤
粒
と
に
於
て
'
フ

ヱ
ノ

ー
ル
詰
色
の
興
る
を
認
む
る
な
り
｡
故
忙
清
色
を
現
は
さ
ん
と
す
れ
ば
'
乾

軸
を
.iii別
し
:>j
か
ざ
る
べ
か
ら
す
O
小
繋
､
裸
容
に
於
て
も
乾
潔
に
よ
-
て
着
色
に
多
少
の
差
異
を
認
む
れ
ど
も
､
甚
し
き

も

の

に
あ
ら

ず
｡

フ

ェ
ノ
ー

ル
古
色
と
大
賢

の
晶
析

甚
弘

九

i



フ

ェ
ノ

ー
ル
耶
色
と
大
葬

の
品
印
鑑
沈

九
二

定
番
の
酒
色
は
栖
め
て
淡
く

従
っ
て
〓
m
椛
間
の
差
典
は
少
し
.
さ
れ
ど
そ
の
筋
色
は
極
め
て
和
々

に
し
て
､
攻
の
如
き
吊
別
を
認
む
る

な
り
｡Ⅰ

浪
茶
純
色

.d
茶
褐
色

甘

淡
茶
褐
色

淑衣
純
色

Ⅴ
淡
衣
褐
色

Ⅵ

練

純

色

Ⅶ
衣
紋
色

Ⅷ
衣
田
色

∝
卦
純
色

Ⅹ
不
嘩
色
等

皮
葬
に
於
て
も
'
粒
両
の
部
位
に
よ
-
て
フ
ヱ
ノ
ー
ル
諮
色
を
異
に
す
る
こ
と
概
容
に
同
じ
O
よ
り
て
腹
面
､
背
面
'
頂
部

(
巴
の
下
部

を
含
む
)
､
歴
部
(膝
の
用
閲
を
含
む
)
に
慣
別
し
て
各
部
位
の
清
色
を
桧
べ
'
以
て
粒
の
粂
冊
を
規
は
す
な
-
a

裸
番
及
び
技
容
共
に
前
述
の
如
-
部
分
的
に
黄
色
を
典
に
す
れ
ど
､
･ii
金
冊
の
色
の
淡
淡
も
目
か
ら
識
別
せ
ら
る
1
な
-
｡
よ
り
て
粒
金

牌
の
荊
色
を
'
(-
)瀧
i
]､

(Ⅱ
)淡
色
及
び

(i
)中
間
色
と
に
隈
別
す
る
こ
と
を
柑
'
し
か
も
此
阿
別
は
品
純
の
怖
別
に
肝
砦
な
る
を
認
む
C

三
'
裸
夢
の
フ
ヱ
ノ
I
JL
着
色
試
払

I
.
5

g

昭
和
十
三
年
に
t
i<
原
:公
課
研
究
所
r<;
の
晶
椛
保
存
帆
に
於
て
'
耕
和
せ
し
多
数
の
品
柾
に
つ
き
て
'
昭
和
十
川
咋
二
月
に
フ
ェ
ノ
ー
ル

ノヽ

着
色
を
溝
験
せ
-
o
此
中
に
は
'
前

回

ロ

の

試
験
に
供
せ
し
も
の
あ
れ
ど
も
,
節
回
よ
-
も
着
色
を
詳
細
に
桧
べ
ん
が
璃
め
に
,
故
に
同

一

nE
和
を
繰
-
返
し
た
る
な
-
｡
叉
昭
利
十
年
及
び
十
三
件
に
敏
肘
願
よ
-
'裸
容
の
軒
枇
杷
準
就
料
の
寄
附
を
受
け
し
も
の
あ
-
L
が
故
に
'

;
-#
耳
を
も
紙
料
に
排
せ
-
C
か
-
合

計
凶
八
試
料
を
試
験
に
供
し
た
-
｡

二
'
方

凍





前
に
小
番
に
就
き
て
行
ひ
し
と
'
全
-
同

1
の
方
法
に
よ
-
'
フ
ヱ
ノ
ー
ル
一
〆練
揮
液
を
m
ひ
た
･2
.
稚
め
裸
寒
村
を
柵
氏

H
t
.酸
に

於
て
'
二
川
咋
仙
水
に
投
し
た
る
後
に
'
種
九
cm
の
ペ
ー
ト
リ
皿
に
吸
畏
紙
を
敷
き
た
る
上
に
'
+}
容
を
.i
.C
粒
宛
'
陀
和
を
下
に
向
け
て

:,j
床
L
t
之
に
フ
ヱ
ノ
ー
ル
溶
液
を
二
cc
加

へ
て
漸
攻
吸
収
せ
し
め
'
七
時
別
枠
氏

一
五
度
の
恒
温
鞘
内
に
Lq
き
た
る
筏
に
l
庇
桧
色
L
t

史
に
室
内
に
放
促
し
て
､
始
よ
=1
二
川
時
日11
後
に
1.-;
桧
色
し
､
攻
に
火
力
乾
燥
の
i
.蚊
後
の
桧
色
を
行
叫
た
り
｡

着
色
の
怖
別
･は
耽
に
記
し
た
る
が
如
L
o

三
'
紡

E
Y

右
試
験
の
結
児
は
邦

一
束
及
び
弟
二
東
に
記
せ
る
が
如
し
｡
抑
仝
舵
の
着
色
を
見
て
'
川
演
色
'
竹
淡
色
'
川

中
日-】
色
と

に
11..Lit
別
し
て

衣
に
芯
色
を
#
=
し
た
-
Q

新

一
衣
の
如
く

フ
ェ
ノ
ー
ル
節
巴
を
l｢
々
別
す
れ
ば
'
そ

の

析

拭

=
冊
仲

は

､

攻
の
如

し
｡

漆

色
=

紫

粍
沓'
平
枇
'
雄
大
沓
川
惟
純
川

二

1
八
'
同
二
価
梯
三
九
七
八
八
t
n
坊
･話
八
三
､
臓
八
､
三
山
川

7
.
+/
ビ
ン
､
溌

清

一

七
披

､
三

保
三
雄

'
川
根

裸

'
;1

生
維
t
n
珍
ナ

淡

色
=
新
珍
チ
'
紅
梅
'

珍
子
株
'

コ
ビ

ン
カ
タ
ギ

申
聞
i
)
=
▲
興
陛
湘
'
紅
珍
T
t
令
心血
'
山
‖
裸
t
it
阪

一
能
'
頚
水
'
小
舶
'
談
.<M勺
二
七
批
'
坊
･雪

稔
六
二
批
'
班
咋
六
批
'
白
粥

一
批
'
小
ビ
ン
'
竹
下

右
の
叫
別
に
於
て
前
回
に
俄
沸
せ
し
桝
に

山
致
せ
ざ
る
も
わ
あ
る
は
'
士
と
し
て
i
l
わ
.i
別
の
禾牡
比
の
･山1'1･東

に
よ
る
も
の
に
し
て
'
此

軒

別

を
以
て
良
な
-
と
す
o

フ

ェ
ノ
ー

ル
苛
色
と
大
挙

の
品
柄
銀
鈍



フ
ェ
ノ
ー

ル
苛
色
と
大
葬
の
品
珂
館
瓢

第
二
夫
に
よ
れ
は
'
フ
ェ
ノ
ー
ル
消
色
の
濃
淡
に
よ
る
裸
容
の
析
凪
=州
軒
は
次
の
如
L
o

淡

色
-

佐
須
大
粒
(累
褐
色
)
'
白
珍
十
､
坊
主
'
ネ
ヂ
'
昆
槻
裸
'
小
首

淡

色
=
京
都
凶
等
=M
(品
種
名
l<
明
)'
コ
ビ
ン
カ
タ
ギ

右
の
佐
机
大
粒
は
'
特
に
清
色
が
潰
-
し
て
､
Tt:纏
色
を
呈
し
､
容
易
に
他
よ
-
帖
別
せ
ら
れ
た
-
0
第
二
女
の
結
兜
は
郡

山
表
の
分
勅

に
同
じ
-
'
只
坊
主
が
狼
色
と
な
-
し
こ
と
が
'
節

l
表
に
於
け
る
よ
-
少
し
-
典
れ
る
即
な
-
｡
又
同

言
m
種
に
於
て
は
､
雅
級
に
よ
る

フ
ヱ
ノ
ー
ル
に
差
典
純
…L
o
是
れ
浩
然
の
こ
と
な
-
.

裸
葬
の
消
色
は
腹
而
及
び
頂
部
に
於
て
潰
-
≠
つ
卑
-
し
て
､
脊
面
及
び
腰
鞘
部
に
於
て
淡
き
も
の
な
-
｡
而
し
て
[…
損
に
よ
-
て
漆
淡

の
克
典
あ
る
は
'
主
と
し
て
野
面
に
於
て
な
-
0

品
柾
に
よ
る
飴
色
の
酌
淡
の
例
を
述
べ
ん
に
'
棚
端
な
る
潤
色
粒
と
し
て
'
佐
賀
大
粒
を
見
る
に
'
腹
両
が
累
拙
色
'
脊
面
が
又
術
に
漉

き
浪
茶
袖
色
と
な
-
て
'
金
牌
が
難
く
見
え
て
､
他
よ
り
明
か
に
帖
別
せ
ら
る
1

こ
と
'
前
述
の
如
し
0

京
都
_判
等
と
せ
ら
れ
た
る
試
料
(晶
椎
名
不
明
)は
'
他
に
比
し
て
概
し
て
淡
色
な
=1
｡
始
め
の
問
は
背
面
は
不
廻
色
'
相
和
は
淡
英
神
色

に
し
て
着
色
せ
ず
'
後
に
は
野
軒
は
茶
掲
色
'
臓
所
は
沸
茶
褐
色
に
な
る
も
､
粒
金
牌
が
梢
淡
色
に
し
て
他
よ
り
識
別
せ
ら
る
1
な
り
C
叉

コ
ビ
ン
カ
タ
ギ
は
仮
称
北
に
灼
部
は
茶
補
色
叉
は
淡
茶
褐
色
な
る
も
'
背
坤
は
不
班
色
に
し
て
'
灸
冊
が
淡
色
に
見
え
､
他
と
if
に
皿
ハる
な

り
′0前

述
濃
淡
の
中
側
着
色
の
nm
威
多
き
こ
JJ
は
弟

二

二
夫
に
て
明
か
な
-
a

以
上
を
要
す
る
に
'
放
資
の
フ
ェ
ノ
ー
ル
若
色
の
張
淡
を
'
攻
の
如
-
三
太
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を
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収
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収
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被
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潤
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･･･
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す
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